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(c)y=6.5 mys (①y=7.O lla/s
図4 自己起動した場合の風庫の設定角度と自己起動回数 1枚翼の場御























図5 自己起動した場合の風車の設定角度と自己起動回数 14枚翼の場御 )
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方が有効であるとも言える。
3枚翼および4枚翼風車の各風速における出力係数ぃ と周速比λの関係を図8に示す。同一の周
速比の場合、風速力S大きくなるにつれ、風車のトルクカヽ曽大し、 トルクと風庫の回転角速度の積で
ある出力は増加するので、出力係数は大きくなる。同一の風速の場合、3枚翼の方が4枚翼よりも
回転数が高く、出力は増加するので、出力係数は大きくなる。したがって、同一の風速および回転
数の場合、3枚翼の方が出力性能は高くなる。
図7および図8の結果から、地域住環境に導入する小型風車の設計において、低い回転数であり
ながら高い出力性能を有する翼枚数の選定が重要であることがわかった。
6.まとめ
地域住環境に適応したマイクロ風車・ガヽ型風車に関する設計、運転および管理手法を確立するこ
とを目的に、3枚翼および4枚翼のジャイロミル型風車を試作し、自己起動特隆および隆含辮 隆に
関する輿験を行い、以下のことがわかった。
1)本契験で使用した試作風車において、3枚翼の風淳では風速 5.51」s以上で、4枚翼の周淳で
は風速 5.Ol■ys以上で自己起動することを確認した。
2)試作風車の自己起動は、静止している風車の設置角度に影響を受けることがわかった。その
設置角度は、3枚翼の風車では0° ≦θ≦25°および50°≦θ≦75°の2つの範囲に、4枚
翼の風車では0° ≦θ≦10°、35°≦θ≦65°および75°≦θ≦85°の3つの範囲に分かれ
ていることがわかった。
3)本実験範囲において、3枚翼の方が4枚翼よりもトルク係数および出力係数が大きくなった。
また、風速が大きくなるにつれ、 トルク係数および出力係数力章曽カロした。これらのことから、
地域住環境に導入する小型風車の設計において、低い回転数でありながら高い出力性能を有す
る翼枚数の選定が重要であることが示された。
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